
このたびは、弊社のボールフィーダーをお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。

取扱説明書 ■ご使用前に必ずお読みください。

ボールフィーダーBFLHタイプ

型　式
BFLH



※本書はボールフィーダー使用者が、いつでも読めるところに必ず保管してください。
※ボールフィーダーの取り扱いは、ボールフィーダーの危険性をこの取扱説明書をよく理解された方

が行なってください。
※ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよく お読みのうえ、正しくお使いください。
※	ここに示した注意事項は、製品を正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未然

に防止するためのものです。
※このボールフィーダーは、野球（硬式）の練習以外に使用しないでください。
※	絵表示と意味は、次のようになっています。

取扱を誤った場合、「死亡または重傷を負う危険が切迫して生じることが想定される」
内容を示しています。

取扱を誤った場合、「死亡または重傷を負う可能性が想定される」内容を示していま
す。

取扱を誤った場合、「傷害を追う可能性、および物的損害のみの発生が想定される」
内容を示しています。

守っていただくべき義務行為を示しています。

禁止の行為であることを告げるものです。

感電の恐れがあることを告げるものです。

発火の可能性があることを告げるものです。

危険

警告

注意

危　険
事故を防ぐためにピッチングマシーン・ボールフィー
ダー使用前には本体（リード線・ツメ・シュート・リ
ミットスイッチ・投球合図ブザーなど）に異常がない
か点検してください。

使用前にはネットに異常がないか確認してください。
破れたネットは、打球が突き抜ける恐れがあり大変危
険です。必ず補修・交換してください。

ピッチングマシーン・ボールフィーダーを使用する時
は、マシーン前ネット・防球用ネットを設置してくだ
さい。操作する人をつける場合は、安全のためにヘル
メット・マスク・プロテクター・レガーズなどの防具
及びマシーン投球者用保護ネット（オペレーター用
ネット）を必ず着用・設置してください。
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安全上のご注意　　必ず守ってください



危　険
革や糸が切れているボール、硬さの一定しないボー
ル、大きさの異なるボール、傷みのひどいボール、濡
れたボールなどは使用しないでください。
コントロールが悪くなり、予想外の方向に飛ぶ恐れが
あります。

アースは必ず接地して使用してください。万一、ピッ
チングマシーン・ボールフィーダーが漏電した場合、
感電する恐れがあります。

ピッチングマシーン・ボールフィーダー使用中は、周
辺及び使用範囲（ボールが届くと思われる範囲）に
は、関係者以外近づけないようにしてください。

ピッチングマシーン・ボールフィーダー使用中は、大
変危険ですから絶対にピッチングマシーンの前を横切
らないでください。

球速やコントロールの調整時は大変危険ですからキャッ
チャー、バッターは定位置に付かないでください。
設定変更直後はコントロールが変わりますので充分に
注意してください。

回転している部分には、絶対に触れないでください。

ボールフィーダー作動中にピッチングマシーンへの
ボール供給が途絶えても、ピッチングマシーン・ボー
ルフィーダーを停止させるまで投球線上（ピッチング
マシーンの前）には絶対に出ないでください。球切れ
と思える場合でもツメ・シュート・ボール送りスプリン
グにボールが残っていて、投球される危険があります。

ピッチングマシーン・ボールフィーダー使用中に振動
が大きくなったり、異音がした場合は、直ちに電源ス
イッチをOFFにし、電源プラグをコンセントから抜
き、ピッチングマシーン・ボールフィーダーの使用を
中止してください。

ピッチングマシーン・ボールフィーダーは屋内で湿気
やほこりの少ない場所に保管してください。

使用時の注意
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警　告
雨の日はピッチングマシーン・ボールフィーダーやコードリールを絶対に使用しないでく
ださい。また、ピッチングマシーン・ボールフィーダーやコードリールは水などで濡らさ
ないように注意してください。
濡れた手で電源プラグに触ると感電の恐れがあります。

硬式ボール以外は絶対に使用しないでください。

ピッチングマシーン・ボールフィーダーの作動中は電源スイッチ以外の部分に手を絶対に触れ
ないでください。
回転物などに手を触れるとケガをする恐れがあります。調整は必ず電源スイッチをOFFに
し、ボールフィーダーが完全に停止したのを確認してから行なってください。

複数の打席で同時にバッティング練習するときには、他打席の打球にも十分注意してください。

ボールフィーダーは絶対に分解しないでください。

ボールフィーダーを降下させる時にはテーブルの下に手や足を入れないでください。

弊社指定部品以外の部品は絶対に使用しないでください。
※指定部品以外を使用し、万一事故が発生した場合は、責任を負いかねます。

安全上のご注意　　必ず守ってください

3

注　意
コードリールのコードは必ず全部引き出して使用してください。巻いたまま使用すると、
コードが発熱し、被覆が溶けてショートすることがあります。（燃えることもあります。）

ボールフィーダー本体を移動させる場合、リード線を本体にからませないようにしてください。

ピッチングマシーンの調整試投時はボールフィーダーを使用しないでください。ピッチングマシー
ンの調整試投時にボールフィーダーを装着すると、コントロールなどを調整している際、接続箇
所が取り外れる恐れがあります。

ボールフィーダーの移動は電源スイッチを OFF にし、ピッチングマシーン・ボールフィー
ダーが完全に停止したのを確認してから、転倒させたり、ぶつけたりしないように注意して、
移動用取っ手を持って大人２人以上で移動させてください。
※グランドはぬかるんだりして転倒につながる可能性がありますので注意してください。
※昇降台を上げたまま移動しないでください。ボールフィーダーが倒れる恐れがあります。

電源プラグは、必ず根元を持って抜いてください。リード線を引っ張ると、断線やショートの
原因になります。



商品が到着したら確認していただきたいこと
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到着した商品が、注文された商品であることを確認してください。
到着した商品が、運送途中、その他のトラブルなどで損傷・破損している箇所がないか慎重に
点検・確認してください。万一、損傷・破損が認められた場合は、運送会社もしくは、購入先
の販売店まで至急ご連絡ください。この場合は、商品を絶対に使用しないでください。事故や
破損部の拡大の原因になります。また、運送保険の適用を受けることができなくなります。

※商品の到着より点検、確認、連絡まで５日以上経過していますと、運送途中のトラブルが原因
の修理に対して運送保険の適用が受けられなくなり、有料になる場合がありますので予めご了
承ください。
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ボールフィーダーに使用するコンセントの形
状・電圧を確認してください。

ボールフィーダーに使用するコンセントに
流れている電圧をテスターで実測してくださ
い。

このボールフィーダーは AC100V 専用で
す。モーターが破損しますので AC200V
では絶対に使用しないでください。

ボールフィーダーに使用するコンセントのブ
レーカーは、20A 以上を使用してください。
またコンセントは、単独回路（20A）で使用
してください。図に示すような状態で使用し
た場合は、ブレーカーが落ちることがありま
す。

【代表例】

コンセントの表示又は型式により電圧を自己判
断するのは危険です。必ずしもコンセントの形
状に合った電圧がきているとは限りません。テ
スターにより、電圧を実測してください。

AC100V 用 AC200V 用（使用不可）

使用環境について確認していただきたいこと

5

注）20A（アンペア）以下のブレーカーを
使用すると、マシーンの電源スイッチを
ON にし、速度を上げる途中でブレーカー
が落ちる場合があります。（容量不足）

注）コードリールの全巻時の最大定格電流は
7A です。全て引き出したときに、定格
電流 15A になります。（100V・50m・
15A 用）コードリールは全巻時 7A を超
過した場合、コードが発熱し、被覆が溶け
てショートして燃えることがあり、大変危
険です。

コンセントの
表示

AC250V
15A

コンセントの
表示

AC250V
20A

AC250V
20A

アース

コンセントの
表示

AC125V
15A

AC125V
15A

コードリールを使用する際、コードは必ず全
部引き出してください。

発電機を使用する場合は、2.3kw 以上の商
品を使用し、発電機の取扱説明書をお読みの
うえ、操作してください。
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リミットスイッチ

シュート B ホルダー固定ハンドル

ホッパー

自在キャスター

シュートアタッチメント

ボール送りスプリング B

シュート B

ツメ

側面図 操作ボックス

電源プラグ

固定キャスター

移動用取っ手

ホッパー用
モーター（25W）

ボール送りスプリング A

シュート B ホルダー

リード線 アース

メインモーター
（15W）

シュート A

ボール送り
スプリング A ブザー

各部の名称

投球間隔調整ダイヤル

電源スイッチ

操作ボックス

下降ハンドル

上昇ペダル

本体固定ハンドル



シュートＢの取付方法
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使用する前にシュートＢを取り付けてください。

1 ピンボルトからスナップピンを引き抜きます。

2 ピンボルトを引き抜きます。
　※完全に引き抜く必要はありません。

3 シュートＢを取り付け、ピンボルトを差し込みます。

4 ピンボルトの穴に、1 で抜いたスナップピンを差し込
んで完成です。

スナップピン

ピンボルト

シュートＢ
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ピッチングマシーン・ボールフィーダーの設置について
「安全上のご注意」（P. 1 〜 3）をよく読んで使用してください。

安全にピッチングマシーン・ボールフィーダーを使用するために、下図の要領でマシーンを設置
してください。

①防球ネット
　複数の打席で同時にバッティング練習するときには、他打席からの打球にそなえるために防球

ネットを設置してください。

②マシーン前ネット
　ピッチングマシーン・ボールフィーダーおよびマシーンを操作する人を打球から守るために設置

してください。ネット部をマシーン側に軽く押してマシーンに接触しない間隔をあけて設置し、
動かないように固定してください。

③マシーン投球者保護ネット（オペレーター用ネット）
　マシーンを操作する人を付ける場合は、マシーンを操作する人を守るために設置してください。

④マシーンを操作する人
　マシーンを操作する人を付ける場合は、安全のためにヘルメット・マスク・プロテクター・レガー

ズなどの防具を必ず着用してください。

⑤ティーバッティング（トスバッティング）用ネット
　ボールの捕球のために設置します。キャッチャーは絶対に つかないでください。

使用ボールについて
ボールフィーダーは硬式専用です。硬式ボール以外は絶対に使用しないでください。ボールが
詰ったり、ボールの種類によっては部品の損傷にもつながります。

よりよくご使用いただくために、同じメーカー及び同程度の使用頻度のものを使用してください。

糸切れ・革切れ・革の浮いているもの・濡れたもの・水を含んで重たいものなどは使用しないで
ください。

　ボール詰まりの原因となります。
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□1 ボールフィーダー本体や使用するボール・ネット・防
具に異常箇所がないか点検してください。

□2 ピッチングマシーンの投球設定を行なってください。
※調整試投時はボールフィーダーを使用しないでくだ

さい。ピッチングマシーンの調整試投時からボール
フィーダーを装着すると、コントロールなどを調整し
ている際、接続箇所が外れる恐れがあります。

□3 ピッチングマシーンの投球設定が完了したら、ボール
フィーダーを使用位置に移動させ設置し、本体固定ハ
ンドルで固定してください。

□4「ピッチングマシーン・ボールフィーダーの設置につ
いて」（P. 8）の要領でネットの設置をしてください。

□5 ホッパーにボールを入れてください。

□6 使用する高さまで本体テーブルを上昇させてください。
ピッチングマシーンへのボール投入位置に合わせて、
上昇ペダルを踏み込み、上昇させてください。下降ハ
ンドルを回すと、本体テーブルが下降します。

□7 シュート B を適当な位置に固定してください。シュー
ト B ホルダー固定ハンドルを反時計回りに回してゆ
るめてください。シュート B を適当な位置まで上げ、
シュートＢホルダーで支え、シュート B ホルダー固定ハ
ンドルを時計回りに回して固定してください。【図 -1】

□8 ピッチングマシーンのシュート筒にシュートアタッチ
メントを取り付けてください。【図 -2】

□9 コードリールのコードを全て引き出し、打球の当たら
ない場所にコードリールを設置してください。

□10 電源スイッチが OFF になっている事を確認し、アー
スを接地した後、電源プラグをコンセントに差し込ん
でください。

ボールフィーダーの使用手順

【図 -1】

シュート B

【図 -2】

ボール送り
スプリング B

シュート
アタッチメント

シュート B ホルダー
固定ハンドル

シュート B
ホルダー
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ボールフィーダーの使用手順

□11周囲の安全を確認後、ボールフィーダーの電源スイッ
チをONにしてください。

※投球間隔調整機能（約３秒～）が付いています。投球
間隔調整ダイヤルを回し、お好みの投球間隔に合わせ
てください。購入時は、最長設定になっているため電
源スイッチをＯＮにしても作動しません。ダイヤルを
時計回りに回して、始動させてください。
※ボールがリミットスイッチに接触すると、投球合図の
ブザーが鳴ります。
※ピッチングマシーンは、約５秒の投球間隔が必要です。

□12ボールフィーダーの使用が終了したら、ボールフィー
ダーの電源スイッチをOFF にしてください。

※ボールフィーダーと ピッチングマシーン両機種の使
用を同時に終了する場合は、まず最初にボールフィー
ダーを停止してください。先にピッチングマシーンを
停止させると、停止操作中にもボールフィーダーから
ボールが供給され、不意に投球する恐れがあり大変危
険です。

□13電源プラグをコンセントから抜き、アースを外してく
ださい。

□14シュートアタッチメントをピッチングマシーンの
シュート筒から取り外してください。

□15シュート Bを収納してください。シュート B、シュー
トＢホルダーを手で支えたまま、シュート Bホルダー
固定ハンドルを反時計回りに回してゆるめてください。
シュートＢホルダー、シュートＢを順に下げてくださ
い。

□16ホッパーやツメに残ったボールを取り除いてください。

□17本体テーブルを下降させてください。下降ハンドルを
回すと、本体テーブルが下降します。

□18本体固定ハンドルを回して外し、移動用取っ手を持ち、
ボールフィーダーを収納してください。
　大人 2人以上で転倒しないように注意して移動させて
ください。

ボールフィーダーダイヤル目安表

ダイヤル数値 1球の供給に要する時間（約）
0 動かない
1 90秒

20秒
3 12秒
4 8秒
5 6秒

※ボールフィーダー
　１球の供給に要する時間（約）
　・50Hz の場合　7.2 秒
　・60Hz の場合　6秒

2
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消耗部品
ウレタン板

 ・交換を要する症状
　→ホッパーからボールが流れてこない。ウレタン板が摩耗している。

 ・必要工具
　→プラスドライバー×１本

 ・取外し作業
→ウレタン押え板 及びウレタン板を取り付けて

いる皿ビスをプラスドライバーで反時計回りに
回して取り外してください。

 ・取付け作業
→ウレタン押え板及び新しいウレタン板を皿ビスで取り付けます。
　皿ビスをプラスドライバーで時計回りに回して締め付けてください。

注　油
→ボールフィーダーをよりよい状態に保つために、定期的に、防錆スプレー・潤滑油スプレーで

チェーンに注油してください。

消耗品について ※マシーンをよく理解された方が行ってください。

皿ビス

ウレタン押え板

ウレタン板
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トラブルシューティング

故障と思う前に確認していただきたいこと
電源スイッチをＯＮにしてもボールフィーダーが動かない

□1 ダイヤル数値が「０」になっていませんか？
□2 コンセントに電源プラグを差し込んでいますか？
□3 電圧が不足していませんか？
□4 コンセントに電気がきていますか？
□5 リード線が断線していませんか？

□1 ダイヤルを回し、適度な投球間隔に調整してください。
□2 コンセントに電源プラグを差し込んでください。
□3 単独回路（20 Ａ）で使用してください。
　電圧が不足している場合は、電気工事店にご相談ください。
□4 他の電化製品またはテスターで確認してください。
□5 新しいリード線に交換が必要です。お買い上げの販売店にご相談ください。

故障と思う前に確認していただきたいこと
作動するがボールを供給しない。

□1 ツメが変形・破損していませんか？
□2 シュートＡが変形・破損していませんか？
□3 ボール送りスプリングＡにボールが詰まっていませんか？

□1 新しいツメに交換が必要です。お買い上げの販売店にご相談ください。
□2 新しいシュートＡに交換が必要です。お買い上げの販売店にご相談ください。
□3 糸切れ・革切れ・革の浮いているもの・濡れたもの・水を含んで重たいものなどを

使用した場合、ボール送りスプリングＡに詰まる可能性があります。状態の良いボー
ルを使用してください。

ボールがシュートＢで止まる。

□1 シュートＢの固定角度は正しいですか？

□1 ボールが滑らかに転がるようにシュートＢを固定してください。
　固定後、ピッチングマシーンのボール投入位置に合わせて、本体テーブルを上下調

整してください。

ボールがボール送りスプリングＢで詰まる。

□1 適切なボールを使用していますか？
□2 シュートＢやピッチングマシーンのボール投入口との接続部が屈曲していませんか？

□1 糸切れ・革切れ・革の浮いているもの・濡れたもの・水を含んで重たいものなどを
使用した場合、ボール送りスプリングＢに詰まる可能性があります。状態の良いボー
ルを使用してください。

□2 ボールフィーダーの設置場所を前後左右にずらしたり、本体テーブルを上下させ、
ボールが滑らかに転がるように調整してください。

使用中にトラブルがあった際には、使用を中止し異常箇所を確認してください。
問題が解決するまでは使用しないでください。
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アフターサービスについて
保証について

保証書について
このボールフィーダーには保証書を別途添付してあります。
保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」などの記入をお確かめのうえ、販売店からお受け取
りください。
内容をよくお読みのうえ、大切に保管してください。

保証期間中の故障について
保証期間中に故障が発生した場合は、保証書をご提示のうえ。お買い上げの販売店にご相談ください。
※保証期間中でも、有償修理になる場合がありますので、保証書をよくお読みください。

工場定期点検について

工場定期点検では未然に故障・事故の発生を防止し、常に良い状態で安全にご使用いただく為に
各部品の点検・調整を行います。
工場定期点検は工場到着後 約 10 日間（実働）で完了致します。別途部品交換＜有料＞が必要な
場合は最大 約 14 日間（実働）が追加で必要になります。（時期によっては異なる場合があります。）
ご依頼・お問い合わせは、お買い上げの販売店にご相談ください。
※商品のご持参、お持ち帰りの交通費、または送付される場合の送料、梱包費、その他の諸掛か

り費用はお客様のご負担となります（適切な梱包のうえ、ご送付ください）。ご返送の場合も
同様にお客様のご負担となります。

修理について
故障が発生した場合は「トラブルシューティング」を参照し、故障内容をお調べください。

消耗部品について
お客様にて部品交換を行う場合は、お買い上げの販売店にて、ボールフィーダーの品番（商品名）・
製造番号・交換希望の部品名称を お申し付けください。

その他の修理
消耗部品以外の部品交換については、お買い上げの販売店にご相談ください。故障内容によって
は工場での修理となります。修理により商品の機能が維持できる場合には、ご希望により有料に
て承ります。この際には、常に良い状態で安全にご使用いただく為に、部品交換作業に加え工場
定期点検を行います。

修理費用について
修理に掛かる部品代・交換作業代・工場定期点検料・その他の諸掛かり費用に関しては、お買い
上げの販売店にお問い合わせください。

　※ご不明な点がございましたら、お買い上げの販売店にご相談ください。

万一、故障が発生した場合は、一度この取扱説明書をよくお読みいただき、ご点検ください。

ボールフィーダーは使用開始後、2 〜 3 年後経過毎に工場定期点検＜有料＞が必要となっております。



BFLH
使 用 球 硬式

使 用 電 源 AC100V　　50/60Hz

モ ー タ ー AC モーター　15W × 1 ヶ（メイン）
AC モーター　25W × 1 ヶ（ホッパー）

寸　　　 法（ 約 ） 奥行き 121 × 正面幅 90 × 高さ 161 ～ 214cm

本 体 質 量（ 約 ） 145kg

表示シール（一覧）
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※商品の仕様は予告なく変更する場合がありますので、あらかじめ ご了承ください。

マシーン本体に貼ってあるシールがはがれたり、消えたりした場合は、すぐに販売店に連絡して

ください。

また、ここに掲載されているシールは、実物大とは異なりますので予めご了承ください。

仕　　様

危　険

移動時は必ずジャッカーを下げてください
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